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希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
二

十
二
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
国
内
の
状
況
を
振

り
返
り
ま
す
と
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
、
国
民
は
政
権
交
代
を
選
択
し
ま

し
た
。

　
新
政
府
は
、
従
来
の
公
共
事
業
・

ハ
コ
モ
ノ
に
偏
重
し
た
予
算
配
分
を

見
直
し
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
の
投
資
」
と
そ
の
考
え
方
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
の
実
情
を
考
え
た
と

き
、
道
路
や
農
地
、
漁
業
環
境
等
整
備

箇
所
が
多
く
、
安
易
な
公
共
事
業
の

削
減
は
、
各
事
業
を
停
滞
さ
せ
、
地
域

の
活
力
を
阻
害
し
ま
す
。

　
行
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、
地
域

の
実
情
や
経
済
の
発
展
、
さ
ら
に
公

共
事
業
の
役
割
と
必
要
性
を
力
強
く

訴
え
、
市
民
の
暮
ら
し
に
不
安
が
も

た
ら
さ
れ
ぬ
よ
う
、
最
大
限
の
努
力

を
傾
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
一
月
、
本
市
に
お
い
て
、

不
発
弾
爆
発
事
故
と
い
う
極
め
て
心

の
痛
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
は
現
在
も
通

院
治
療
中
で
あ
り
、
一
層
の
回
復
を

祈
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
事
故
以
来
、
市
民
や
工
事
関
係
者

の
安
心
安
全
を
最
優
先
と
し
、
関
る

工
事
に
つ
い
て
磁
気
探
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
が
長
引
く
な
ど
、
ご
負

担
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
ご
理
解

を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
待
望
の
「
道
の
駅
い

と
ま
ん
」
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
や

活
躍
す
る
市
民
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
本
市
に
と
っ
て
実

り
あ
る
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
い
と
ま
ん
」
は
、
通
常

の
機
能
に
加
え
、
農
業
・
漁
業
・
商

工
業
と
福
祉
が
連
動
し
、
自
然
と
人

を
大
切
に
す
る
糸
満
市
の
ま
ち
づ
く

り
像
を
投
影
す
る
特
色
を
持
っ
て
い

ま
す
。
お
客
様
の
絶
え
な
い
同
施
設

の
活
力
は
、
本
市
経
済
の
発
展
に
強

い
影
響
を
持
ち
、
併
せ
て
市
を
発
信

す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
支
援
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　
伝
統
と
創
作
の
舞
を
披
露
し
た

「
こ
ど
も
演
劇
隊
・
組
踊
り
の
夕

べ
」
は
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
は
情

熱
と
気
迫
を
秘
め
、
さ
ら
に
会
場
を

揺
り
動
か
す
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
は
、

今
思
い
浮
か
べ
て
も
興
奮
す
る
ほ
ど

で
す
。

　
そ
の
他
、
表
彰
や
優
勝
報
告
、
そ
し

て
、
伝
統
芸
能
と
地
域
づ
く
り
に
努

力
を
傾
け
る
多
く
の
市
民
と
お
会
い

し
、
お
話
を
伺
っ
た
中
に
ま
ち
を
支

え
る
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
戴
し

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
広
報
紙
面
を
と
お
し
、
活
躍
す
る

市
民
と
地
域
に
元
気
と
笑
顔
を
も
た

ら
す
記
事
を
積
極
的
に
届
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
へ
要
請
を
続
け
て
お

り
ま
す
水
産
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
の

移
転
整
備
に
つ
い
て
、
重
要
な
局
面

を
迎
え
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、

魚
や
海
藻
と
い
っ
た
有
用
生
物
資
源

の
生
態
や
効
果
的
な
漁
獲
法
の
研
究

の
ほ
か
、
水
産
資
源
の
減
少
防
止
や

養
殖
技
術
開
発
な
ど
を
手
が
け
る
研

究
機
関
で
す
。
漁
業
の
ま
ち
と
し
て

長
い
歴
史
を
誇
り
、
本
県
水
産
業
の

先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
糸

満
市
に
お
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
存

続
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
水
産
業
と
海
人
の
歴
史
を
一
層
発

展
さ
せ
る
た
め
も
、
本
市
移
転
決
定
に
、

渾
身
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
年
で
す
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
開
催
地
で

あ
る
本
市
は
、
選
手
役
員
等
総
勢
二

千
人
を
超
え
る
方
々
を
受
け
入
れ
る

予
定
で
す
。
大
規
模
な
催
し
で
あ
り
、

皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
成
功
は
あ

り
ま
せ
ん
。
訪
れ
る
方
々
に
、
糸
満
市

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
も
、

市
民
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
た

く
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日

　
　
　
糸
満
市
長
　
上
原
裕
常

平成22年上原裕常市長年頭あいさつ

厳しい行財政運営の中

市民の暮らしに不安がもたらされぬよう

最大限の努力を傾けていきます

2009年は、新年が明けて間もな

く字小波蔵地内の工事現場で不発

弾爆発事故が発生。２人が重軽傷、

老人福祉施設が被害に遭い、糸満

市及び沖縄県全体が深い悲しみに

包まれ、心を痛めました。平和希

求の中で、本市の中学生二人が、

島根県雲南市で開催された平和作

文コンクールで入賞。祖母、祖父

から沖縄戦を学び、平和、命の尊

さを訴える二人の作文は糸満市民

に勇気と希望を与え、平和への誓

いを新たにしました。スポーツ面

においては、本市の児童生徒が県

内外の大会で上位に入賞。今年の

全国高校総体につながる活躍を遂

げました。西崎では、道の駅いと

まんがグランドオープン。観光を

軸にした新たなまちづくりがスター

トした年でもありました。

糸
満
市
の

2
0
0
9
年
を

振
り
返
る

字小波蔵地内で起きた不発弾爆発事故。

本市は、いまだ埋没する不発弾の不

安を解消し、工事関係者や市民の安全

を守るために、優先して再発防止のた

めの対応策を決定・実施。市民に不発

弾処理に対する協力を求めました。

1月 14日　
字小波蔵地内の工事現場
で不発弾爆発事故発生

全国的に猛威を振るう新型インフ

ルエンザ。本市でも保育園等が休

園するなど、大きな被害を受けま

した。

新型インフルエンザ
猛威を振るう。保育園
等で休園　

糸満南小学校および糸満南幼稚

園の老朽化等による校舎改築に

ついて、これまで議論を重ね検討

した結果、潮崎町の小学校予定地

へ移転することを決定しました。

6月　
糸満南小学校潮崎町
へ移転決定

2
0
0
9
年

　
糸
満
市
の

　
　
こ
の
一
年

■
1
月

○
第
42
回
沖
縄
県
母
子
保
健
大

　
会
、
沖
縄
県
知
事
表
彰
　
上

　
原
良
子
さ
ん
（
10
日
）

○
杉
本
榮
孝
氏
、交
通
栄
誉
章
「
緑

　
十
字
銀
章
」
受
章
（
16
日
）

○
第
27
回
小
橋
川
寛
杯
争
奪
高

　
校
選
手
権
大
会
」
糸
満
高
校

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
６
年
ぶ

　
り
に
優
勝
（
18
日
）

■
2
月

○
糸
満
市
字
真
栄
里
の
大
綱
引
き
、

　
字
米
須
の
ウ
シ
デ
ー
ク
が
本

　
市
の
民
俗
文
化
財
（
無
形
）　

　
に
指
定
（
1
日
）

行政、民間の読書活動団体で構成されてい

る「絵本のひろば」実行委員会が、市内の子

ども読書活動推進に大きく貢献したとして

評価され文部科学大臣賞を受賞しました。

1月 15日　
「絵本のひろば」文部科学大
臣賞受賞

地球規模で温暖化ガス削減を重要課題に掲

げる中、本市は太陽光・風力発電を先導的

に導入。この取り組みが評価され、経済産業

省の「新エネルギー百選」に選ばれました。

4月 22日　
クリーンエネルギーのまち
として「新エネ百選」に選定



自らも被爆しながら被爆者医療につくした故永井隆博士の精神をたたえ、

島根県雲南市が毎年開催している平和作文コンクール「第 19 回永井隆平

和賞」で、全国、海外 2101 点の応募の中から、中学生の部で金城美和さん

（西崎中学校３年）が最優秀賞、久田健人君（同）が優秀賞に選ばれました。

9月13日　
島根県雲南市「永井隆平和賞」受賞（西崎中学校：
最優秀賞金城美和さん、優秀賞久田健人君）

11 月 30 日、大変厳しい社会情勢の中で、国保事業の安定化を目指し、職員に

よる積極的な収納活動と、上原市長を先頭に管理職による特別臨戸が実施され、

収納率一般分が初めて92％の大台を達成しました。これにより、平成21年度は、

納付率が悪いと国の交付金が減額されるペナルティーが解除されることにな

りました。

国保の収納率一般分 92％の大台達成

「平成 21 年度（第 48 回）農林水産祭」で、本市の喜屋武

自治会（慶留間清栄会長）がむらづくり部門で内閣総理

大臣賞を受賞しました。

喜屋武自治会は、高い畑作水準と心豊かなむらづくり

への取り組みが高く評価され今回の受賞に至りました。

11月 23日　
喜屋武自治会が2009年度農林水産
祭の「村づくり部門」で内閣総理大
臣賞を受賞

5月15日　
広報いとまん「全国広報コ
ンクール」総務大臣賞受賞

日本広報協会主催「2009年度全国広報コ

ンクール」で、2008年「広報いとまん9月

号」のカラー特集「豊かな自然がはぐくん

だ南国の果実　ドラゴンフルーツの世界」

が写真部門（組み）で総務大臣賞（特選）を

受賞しました。

糸
満
市
の
２
０
０
９
年
を
振
り
返
る

糸満市役所1階ロビーで、今年7月に開催される「全国高校総体」の開催300

日前記念イベントが行われました。バドミントン競技の主会場となる本市にお

ける記念イベントでは、ポスター・プログラム表紙図案入賞者表彰式およびカ

ウントダウンボードの除幕式がバドミントンコートに見立てた床の上で行われ、

市民、学生多くの方が参加しました。

また12月25日から3日間は、西崎総合体育館と沖縄水産高校で「平成21年

度全九州高等学校選抜バドミントン競技大会」と「第38回全国高等学校選抜バ

ドミントン競技大会九州地区予選」を兼ねたリハーサル大会が開催されました。

10月 7日・12月 25日　
平成22年度全国高校総合体育大会関連各種イベン
ト実施（300日前記念イベント、リハーサル大会開催）

○
Ｆ
Ｍ
た
ま
ん
（
株
式
会
社
い

と
ま
ん
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ

エ
ム
放
送
・
代
表
取
締
役
大

城
司
）
と
糸
満
市
の
間
で
「
災

害
情
報
等
の
放
送
に
関
す
る

協
定
書
」
が
締
結
（
3
日
）

○「
沖
縄
、
ふ
る
さ
と
百
選
」

の
集
落
部
門
、
字
真
栄
里
の

子
ど
も
会
「
真
栄
里
チ
ャ
レ

ン
ジ
会
」
が
認
定
（
７
日
）

○
伊
保
智
栄
美
・
俊
彦
さ
ん
夫
妻「
沖

縄
県
農
林
漁
業
賞
」
受
賞
（
７
日
）

○
エ
ナ
ジ
ッ
ク
硬
式
野
球
部
、
糸

満
市
で
本
拠
地
宣
言
！
（
17
日
）

○「
南
洋
ハ
ギ
」
サ
バ
ニ
、
約
20

年
ぶ
り
に
復
元
（
28
日
）

■
3
月

○
糸
満
市
老
人
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
策
定
委
員

会
か
ら
「
平
成
21
〜
23
年
度

糸
満
市
老
人
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
に
係
る

答
申
書
」
の
提
出
（
30
日
）

■
4
月

○
山
城
昭
次
郎
さ
ん
、
秀
さ
ん

夫
婦
、
両
陛
下
に
招
か
れ
茶

会
に
出
席
（
10
日
）

○
新
川
区
自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
設
立
（
26
日
）

■
5
月

○
赤
嶺
美
智
子
教
諭
（
糸
満
小
学

校
）、
第
１
回
観
光
立
国
教
育

全
国
大
会
会
長
賞
受
賞
（
10
日
）

○
上
原
昇
さ
ん
、
九
州
各
市
監
査

委
員
会
特
別
表
彰
受
賞
（
28
日
）

■
6
月

○「
美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
・

糸
満
消
防
署
合
同
水
難
救
助

訓
練
」
実
施
（
26
日
）

○
米
須
小
学
校
体
育
館
完
成（
30
日
）

■
7
月

○
糸
満
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
大

　
学
開
催
（
9
日
）

○「
献
血
運
動
推
進
功
労
者
表
彰

式
」、
糸
満
市
献
血
推
進
協
議
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
16
日
）

○
金
城
武
信
さ
ん
、
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
に
認
定
（
17
日
）

■
8
月

○「
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
会
」
が
糸
満
市
西

崎
陸
上
競
技
場
で
開
催
（
17
日
）

○
三
和
中
学
校
体
育
館
完
成（
31
日
）

■
9
月

○
Ｆ
Ｍ
た
ま
ん
、
防
災
大
臣
賞

を
受
賞
（
3
日
）

○「
新
友
会
」
が
沖
縄
一
！
第

1
回
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
20
日
）

○
兼
中
エ
コ
ク
ラ
ブ
「
第
２
回

い
い
川
・
い
い
川
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
入
賞
（
24
日
）

■
10
月

○
金
城
栄
子
さ
ん
行
政
相
談
員

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
総
務

大
臣
表
彰
受
賞
（
14
日
）

○
統
計
功
績
者
表
彰
（
総
務
大

臣
表
彰
）
上
原
末
美
さ
ん
、
金

城
タ
ツ
子
さ
ん
（
18
日
）

○
新
垣
任
紀
さ
ん
「
沖
縄
県
読

書
活
動
優
秀
実
践
」
教
育
長

表
彰
受
賞
（
27
日
）

○
玉
城
信
榮
さ
ん
、
土
地
改
良
事

業
功
績
者
表
彰
を
受
賞
（
28
日
）

■
11
月

○
前
門
真
秀
さ
ん
、
沖
縄
県
畜

産
共
進
会「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

受
賞
（
6
日
）

○
報
得
川
流
域
児
童
交
流
事
業
「
森

と
川
と
海
の
学
校
」
開
催
（
20
日
）

○
花
の
名
所
づ
く
り
市
民
植
樹

祭
開
催
（
29
日
）

9月 11日　
県内最大規模の「道の駅いとまん」供用開始

9 月 11 日「道の駅いとまん」がグランドオープン。すでに開業し

ている「ファーマーズマーケットいとまん」や「お魚センター」に

加え、8月 28 日に「障害者就労施設イノー」、９月８日に「糸満市

物産センター遊食来（ゆくら）」が続けて営業を開始し、県内最大

規模・日本最南端の道の駅として、県内外から連日多くの方が訪

れ、にぎわいました。

5月 31日　
全国珠算教育暗算検定 10段位合格
( 西崎小学校　神谷幸希君）

全国珠算教育連盟主催の暗算検定試験で、神谷幸希君（西崎小学校６年）

が10段位に合格しました。10段位の試験は、乗算（5桁×4桁）・除算（8

桁 ÷5 桁）・見取暗算各 40 問ずつを 3 分以内に解く試験（3 問以上間違

えると不合格）で、市内で小学生の合格者は初めてです。

「第26回全九州バドミントン選手権大会｣で、上原

和子さん（糸満南小学校 6 年）が、6 年生以下女子シ

ングルスで優勝しました。上原さんは、小学校4年生、

5年生と続き、今回の優勝で 3 連覇を達成しました。

10月 30日　
全九州小学校バドミントン選手権
大会 ６年生以下女子シングルス 
上原和子さん（糸満ジュニア）優勝
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市税（21.2%）
4,346,695

繰入金
（6.0%）
1,241,858

自主財源
（33.9%）
6,964,379

依存財源（66.1%）
13,574,001

地方交付税（27.7%）
5,685,622

国庫支出金
（21..9%）
4,498,636

市債
（4.5%）
915,400

県支出金
（8.4%）
1,720,310

歳入合計
（100％）
20,538,380

人件費(18.5％）
3,520,190

扶助費
（25.4%）
4,839,724

公債費
（12.5%）
2,390,143

義務的経費
（56.4%）
10,750,057

投資的経費
（13.3%）
2,532,442

その他の経費
（30.3%）
5,785,800

操出金
（12.3%）
2,349,656

物件費
（8.0%）
1,520,266

補助費
（7.1%）
1,347,767

 7 6

　
国
・
地
方
を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
平
成
20
年
度
の
財
政
運
営

は
第
５
次
糸
満
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
及
び
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
前
年

度
に
引
き
続
き
既
存
事
業
の
全
般
に
わ

た
る
総
点
検
と
効
率
か
つ
効
果
的
な
予

算
執
行
に
努
め
、
平
成
20
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
が
3
４
０
億
２
、
８

１
９
万
６
千
円
で
前
年
度
の
決
算
額
と

比
較
し
て
47
億
5
4
0
万
4
千
円

1
3
・
8
3
%
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
要
因
と
し
て
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

老
人
保
健
特
別
会
計
が
対
前
年
度
35
億

9
5
3
万
３
千
円
8
8
・
7
8
%
と
大

幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
景
気
対
策

に
よ
る
対
応
で
定
額
給
付
金
事
業
等
、

国
庫
支
出
金
が
６
億
８
、
４
３
７
万
３

千
円
の
増
で
1
7
・
6
%
伸
び
ま
し
た
。

ま
た
、
市
債
に
関
し
て
は
投
資
的
事
業

の
抑
制
等
に
よ
り
２
億
8
、
9
8
0
万

円
2
4
・
7
%
の
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
で
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

普
通
建
設
事
業
で
糸
満
中
学
校
校
舎
改

築
事
業
3
億
5
、
5
6
9
万
3
千
円
、

川
尻
親
田
原
線
1
億
9
、
1
1
3
万
２

千
円
が
あ
り
ま
し
た
が
普
通
建
設
事
業

費
全
体
で
は
兼
城
小
学
校
屋
内
運
動
場

の
完
成
等
も
あ
り
9
、
4
8
1
万
6
千

円
3
・
3
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
公
債
費
で
は
3
、
4
5
9
万
1
千

円
、
1
・
4
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
、
保
育
所
関
連
や
障
害
者
自

立
支
援
等
の
社
会
保
障
関
連
経
費
の
伸

び
で
2
億
6
0
2
万
5
千
円
、
繰
出
金

で
1
億
7
、
6
4
9
万
１
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
左
の
表
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計

決
算
状
況
を
元
に
し
て
、
市
民
一
人
あ

た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
を
計
算
し
た
も

の
で
す
。

　
糸
満
市
で
は
一
人
あ
た
り
７
５
、
１

０
６
円
の
費
用
額
で
、
３
２
７
、
９
８

３
円
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
で
し
ょ
う
。
一
般
会
計
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

決
算
報
告

決
算
報
告■ 行政用語解説

○自主財源　市税や市の施設の使用料など市が独自で調

　達するお金

○依存財源　地方交付税や国・県支出金など国や県から

　市に入ってくるお金

○投資的経費　建物や道路の整備などの経費で、その支出

　の効果が長期にわたって持続するもの

○義務的経費　支出が義務付けられているもので人件費、

　扶助費、公債費など

○市税　市民の皆さんから納めていただく税金など

○人件費　市職員の給与や退職金等に要する経費

○扶助費　生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害

　者福祉法などの法令に基づいて支出する経費

○繰入金　各種基金などから一般会計へ繰り入れたお金

○操出金　他会計、基金への繰出に要する経費

○国庫支出金　事業を行うための国からの負担金・補助金

○市債　事業を行うために借り入れたお金

○地方交付税　国の所得税、法人税、酒税などを一定割合で

　市の財源需要に応じて一定の基準に基づき、国から交付さ

　れるお金

○普通建設事業費　道路の整備、公共施設などの建設に要

　したお金

○物件費　人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の消

　費的性質の経費

問い合わせ　
財政課　　 840－8120

■ 平成20年度　会計別決算状況 ■
単位：千円

平
成
20
年
度
決
算
の

概
要
と
特
徴

平成20年度

市
民
一
人
あ
た
り
に

使
わ
れ
た
お
金

諸収入（1.6%）

323,461

地方譲与税（0.8%）
167,109

地方消費税交付金（1.9%）
383,516

分担金及び負担金（1.3%）

266,420

使用料及び手数料（1.0%）

211,212

財産収入（1.4%）

287,669

繰越金（1.4%）

286,964

寄附金（0.0％）

100

利子割交付金（0.1%）12,484

配当割交付金（0.0%）2,471

株式等譲渡所得割交付金（0.0%）1,134

ゴルフ場利用税交付金（0.3%）57,679

自動車取得税交付金（0.3%）55,659

国有提供施設等市町村助成交付金

（0.1%）11,560

地方特例交付金（0.3%）55,056

交通安全対策特別交付金

（0.0%）7,365

普通建設事業費：補助（10.1%）

1,931,109

普通建設事業費：単独

（3.2%）601,333

災害復旧費（0.0%）0

国民健康保険事業

公共下水道事業

老人保健事業

後期高齢者医療

介護保険事業

糸満漁港ふれあい公園事業

人材育成事業

土地区画整理事業

6,728,771

1,211,931

421,493

242,111

3,386,226

90,274

29,079

471,506

7,442,498

1,155,949

443,398

236,027

3,317,003

87,437

22,380

461,738

△713,727

55,982

△21,905

6,084

69,223

2,837

6,699

9,768

20,538,380 19,068,299 1,470,081

33,119,771

1,495,023

78,334

1,573,357

34,693,128

1,383,695

409,772

1,793,467

34,028,196

111,328

△331,438

△220,110

664,932

32,234,729 885,042

積立金（1.7%）

326,978

維持補修費（1.2%）

228,193

投資及び出資金（0%）

3,440

貸付金（0%）

7,500

歳出合計
（100％）
19,068,299

単位：千円単位：千円

区分 歳入 歳出 差額

一般会計

計

収益的収支

資本的収支

計

合　計

特
別
会
計

水
道
事
業
※

※資本的歳入額が資本的歳出額に不足する額331,437千円は、減債積立
金、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、消費税及
び地方消費税資本的収支調整額で補てんした。

民生費

土木費

教育費

公債費

総務費

衛生費

農林水産業費

消防費

議会費

商工費

労働費

災害復旧費

130,475

25,121

43,456

41,112

33,965

22,444

17,702

6,897

4,229

2,283

300

0

単位：円 合計 327,983



Sports Itoman January お問い合わせ　社会体育課　　840-8164

　
新
春
を
走
る
! !

【
期
日
】
1
月
10
日
（
日)

【
場
所
】
西
崎
陸
上
競
技
場

【
申
し
込
み
】
当
日
受
付

　
8
時
30
分
〜
9
時

【
種
目
】

高
校
生
・
一
般
（
男
子)

の
部  

10
㎞

高
校
生
・
一
般(

男
子)

の
部  

5
㎞

壮
年(

男
子)

の
部
　
　
　
　  

5
㎞

一
般
女
子
の
部
　
　
　
　      

2
㎞

中
学
校
・
高
校
生(

女
子)

の
部
　
2
㎞

中
学
生(

男
子)

の
部         

3.5
㎞

小
学
生
低
学
年(

男
女)

　
　
　
１
㎞

小
学
生
高
学
年(

男
女)

　
　
　
１
㎞

【
開
会
式
】
9
時
10
分

【
競
技
開
始
】
9
時
40
分

【
参
加
料
】
無
料

【
期
日
】
2
月
28
日
（
日
）
9
時
開

　
始
　﹇
予
備
日
﹈
3
月
14
日
（
日
）

【
種
目
】
初
級
者
男
子
ダ
ブ
ル
ス
16
組

　
初
級
者
女
子
ダ
ブ
ル
ス
16
組

【
参
加
料
】

一
般
ペ
ア
1
組
　
3
0
0
0
円

高
校
生
以
下
ペ
ア
　
2
0
0
0
円

（
当
日
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　
糸
満
市
テ
ニ
ス
協
会

　
　itom

a
n_ta
@
y
a
hoo.co.jp

【
記
載
事
項
】
参
加
種
目
・
氏
名
（
フ

　
リ
ガ
ナ
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
生

　
年
月
日
（
年
齢
）・
サ
ー
ク
ル
名
（
学

　
生
は
学
校
名
と
学
年
）・
テ
ニ
ス
歴

【
問
い
合
わ
せ
】
担
当
者
（
宮
里
）

　
　
0
9
0
・
5
9
3
5
・
8
0
8
7

※
申
し
込
み
者
は
返
信
メ
ー
ル
に
て
受

　
付
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
!!

【
参
加
資
格
】

　
オ
ー
プ
ン
（
県
大
会
Ｃ
ク
ラ
ス
以

　
下
、
歴
代
優
勝
者
を
の
ぞ
く
）

【
申
し
込
み
期
間
】
2
月
8
日
（
月
）

　
〜
2
月
22
日
（
月
）
17
時
ま
で

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
る
（
一
般
参
加
を
優
先
し
ま
す
）

【
日
時
】
2
月
7
日
（
日
）
９
時
開
会

【
場
所
】
西
崎
総
合
体
育
館

【
種
目
】
団
体
戦
（
①
初
心
者
の
部
　

　
②
レ
ク
の
部
　
③
競
技
の
部
）

※
参
加
チ
ー
ム
の
少
な
い
部
は
取
り

　
止
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
チ
ー
ム
編
成
】
初
心
者
の
部
は
男

　
女
の
区
別
な
く
６
〜
８
名
で
、
レ

　
ク
の
部
・
競
技
の
部
は
男
性
・
女

　
性
の
４
〜
６
名
で
編
成
す
る
。

【
参
加
資
格
】
市
内
に
住
所
・
本
籍
・

　
学
校
ま
た
は
職
場
の
い
ず
れ
か
を

　
有
す
る
者
も
し
く
は
市
内
で
サ
ー

　
ク
ル
活
動
し
て
い
る
者
。

【
参
加
料
】
１
チ
ー
ム
6
、
0
0
0
円

　（
た
だ
し
、高
校
生
以
下
の
み
の
チ
ー

　
ム
は
5
、
0
0
0
円
）

【
申
し
込
み
】
1
月
12
日
（
火
）
〜
１

月
26
日
（
火
）
ま
で
に
所
定
の
申

し
込
み
用
紙
で
参
加
料
を
添
え
て

左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
西
崎
総
合
体
育
館（
申
し
込
み
の
み
）

　
　
９
９
２
・
４
５
２
７

②
ス
ポ
ー
ツ
館
エ
ー
ス

　
　
９
９
４
・
４
１
０
２

③
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
申
し
込

　
み
の
み
）

　
　
９
９
４
・
２
２
０
７

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
8
4
0
・
8
1
3
4

　
　（
内
2
2
6
8
）
伊
敷

　
　
8
4
0
・
8
1
2
8

　
　（
内
2
9
5
4
）
大
城

募集

第
39
回
糸
満
市
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
15
回
糸
満
市

初
級
テ
ニ
ス
大
会

第
25
回
糸
満
市
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

募集

募集

平
成
21
年
度
糸
満
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
低
学
年

軟
式
野
球
交
流
大
会

　
糸
満
選
手
団
、
男
女
総
合
8
位
と

大
躍
進
! !

「
第
61
回
沖
縄
県
民
体
育
大
会(

中

部
地
区
大
会

)

」
が
10
月
23
日
か
ら

県
総
合
運
動
公
園
を
主
会
場
に
、
中

部
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
糸
満

市
は
、
3
5
0
名
余
の
役
員
・
選
手

団
を
派
遣
し
、
善
戦
健
闘
し
た
結
果
、

目
標
と
し
て
い
た
10
位
以
内
を
達
成
。

特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
お
い
て

は
男
子
の
部
で
初
優
勝
を
飾
り
、サ
ッ

カ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・

柔
道
が
準
優
勝
、テ
ニ
ス
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
男
子
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
が
ベ

ス
ト
4
に
入
る
な
ど
大
健
闘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
惜
し
く
も
僅
差
で
敗
れ

た
競
技
も
多
く
あ
り
、
来
年
に
向
け

て
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

第
26
回
糸
満
市
少
年
少
女
駅
伝
大

会
（
糸
満
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が

12
月
13
日
、
西
崎
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
27
チ
ー
ム
、
約
６
０
０

人
余
の
選
手
が
参
加
。
小
学
校
４
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
12

区
間
で
健
脚
が
競
わ
れ
た
結
果
、
大

里
チ
ー
ム
が
３
年
連
続
、
23
回
目
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
2
位
に
は
潮

平
チ
ー
ム
が
入
り
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
・
29
日
、
西
崎
球
場
・

多
目
的
広
場
に
お
い
て
糸
満
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
軟
式
野
球
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
空
の
下
、
決
勝

戦
で
は
糸
満
ゴ
ー
ル
ド
と
兼
城
パ
イ

レ
ー
ツ
が
対
戦
し
延
長
８
回
８
対
２

で
糸
満
ゴ
ー
ル
ド
が
優
勝
し
ま
し
た
。

報告

糸
満
市
少
年
少
女
駅
伝
大

会
、
大
里
チ
ー
ム
３
連
覇

報告

第
61
回
沖
縄
県
民
体
育

大
会
の
結
果
に
つ
い
て

報告

一瞬でも早く仲間にタスキを届けようと懸命に走ります！

左上）ウエイトリフティング　右）男女バド

ミントン　左）柔道　下）サッカー

おめでとうございます！
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自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
）
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
、
広
汎

性
発
達
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
脳

機
能
の
障
害
と
言
わ
れ
て
お
り
、
通

常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の

で
す
。
環
境
や
育
て
方
が
原
因
で
発

達
障
害
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

発
達
障
害
と
は
何
で

す
か
？

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
発
達
障
害
は
治

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
環
境
や
周
囲
の
人
の
対
応
に
よ

っ
て
障
害
の
持
つ
困
難
さ
が
軽
減
す

る
可
能
性
が
と
て
も
大
き
い
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
早
期
に
発
見
し

て
、
発
達
障
害
特
性
に
応
じ
た
支
援

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

■ 

発
達
障
害
は
大
人
に

な
る
と
治
る
の
で
す

か
？

　
自
閉
症
の
人
の
持
つ
困
難
さ
の
共

通
点
と
し
て
、
①
社
会
性
の
困
難
さ
、

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
、

③
想
像
力
の
困
難
さ
（
こ
だ
わ
り
）

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
困
難
さ
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
次
に

あ
げ
ま
す
。

○
言
わ
な
く
て
も
分
か
る
よ
う
な
こ

と
も
丁
寧
に
具
体
的
に
教
え
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と

き
に
は
視
覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
な
言
葉
か
け
や
絵
、
写
真
、

文
字
な
ど
の
そ
の
人
が
理
解
し
や

　
す
い
も
の
を
使
用
す
る
と
良
い
で

す
。

○
今
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
が
目
で

見
て
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
環

境
設
定
が
大
切
で
す
。

○
自
閉
症
の
人
に
話
し
か
け
る
と
き

に
は
肯
定
的
で
穏
や
か
に
話
し
か

け
る
と
良
い
で
す
。

■
自
閉
症
の
人
へ
の

支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
対
応
方
法
は
そ
の
人
の
発
達
障
害

特
性
や
育
っ
て
き
た
環
境
、
ま
た
は

発
達
段
階
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
き
ま

す
。
迷
わ
れ
た
と
き
は
、
次
の
と
こ
ろ

に
連
絡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
糸
満
市
健
康
推
進
課

（
　
８
４
０
・
８
１
２
６
）

育
児
の
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
発
達
障
害
を

も
つ
親
の
会
や
専
門
機
関
等
を
紹

介
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

■
沖
縄
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

　

ー
「
が
じ
ゅ
ま
〜
る
」

　
（
　
９
８
２
・
２
１
１
３
）

　
発
達
障
害
児
者
へ
の
支
援
を
総

合
的
に
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
　

専
門
的
機
関

で
す
。

■
家
庭
や
学
校
な
ど

で
発
達
障
害
の
あ
る
人

へ
の
対
応
に
困
っ
た
と

き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
す
か
？

最終回

発達障害について

このコーナーでは

「障害」に対する

差別や偏見を少

しでも解消できる

ように「障害」を身

近な問題としてと

らえ6回シリーズに

わたって考えてき

ました。今回が最

終回になります。

問い合わせ　　098-840-8468　

　糸満市障害者生活支援センター陽だまり

陽だまりの紹介陽だまりの紹介
糸満市障害者生活支援センター

■相談支援事業のご利用について
　障害のある方やご家族の皆さん「困ったこと」「やっ

　てみたいこと」「悩んでいること」「手助けしてほしい

　こと」などありませんか？お気軽にご相談ください。

<支援内容>
　福祉サービスの利用援助・社会資源を活用するための

　支援・社会生活力を高めるための支援・専門機関の紹

　介、権利擁護

<利用方法>
　対象者：市内に住む障がい児者（身体・知的・精神）、

　　　　　そのご家族等

　利用料：無料　※相談内容は秘密厳守です。

　相談方法：来所、電話、ファックス、メールにてご相談　

　　　　　　ください。

　利用時間：月曜日～金曜日、８時30分～17時15分

■地域活動支援センターのご利用について　
皆さんの「自由に過ごしたい」「出会いたい」「創作活 

動がしたい」「グループで活動をしたい」「学習をした 

い」といった気持ちにお応えします。

<活動内容>
創作的活動、生産的活動の場・憩い、交流の場の提供・

ボランティア育成

<利用方法>
対象者：市内に住む障がい者（身体・精神・知的）、そ

　　　　のご家族等

利用料：無料（但し、飲食費などは実費負担）

申し込み：障がい当事者の方は原則として登録制です。

※まずは一度お問い合わせの上、ご来所ください。

利用時間：月曜日～金曜日、９時～16時30分



　 　

　 　 　 　

美
味
し
い
ち
ゃ

ん
こ
鍋
に
笑
顔

新
た
に
民
生

委
員
・
児
童
委

員
が
誕
生
！

左/整備された防災資

　機材の一部

下/防災訓練の様子

たくさんのお客

さんが詰め掛け、

長蛇の列ができ

ていました

光のトンネルも大人気！

　
12
月
14
日
糸
満
市
長
室
で
、
大
同

火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役
社
長
・
照
屋
侑
）
か
ら
本
市
へ

11
回
目
と
な
る
車
椅
子
の
寄
贈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
株
式
会
社
が
こ
れ
ま
で
県
内
に

寄
贈
し
た
車
椅
子
は
6
8
0
台
、

本
市
で
は
今
回
2
台
が
寄
贈
さ
れ
、

延
べ
29
台
に
な
り
ま
す
。

　
上
原
裕
常
市
長
は
「
高
齢
者
や
足

腰
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
本
市

の
公
共
施
設
利
用
に
お
い
て
、
当
車

椅
子
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
12
月
9
日
、
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、「
糸
満
市
老
人
連
合
会
創
立
40

周
年
記
念
式
典
」
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
多
く
の
会
員
が
会
場
に
詰
め
掛

け
ま
し
た
。

　
同
連
合
会
は
、
昭
和
44
年
に
結
成
。

「
教
養
の
向
上
」、「
健
康
の
増
進
」、「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」、「
地
域
社
会
と

の
交
流
」
を
活
動
の
中
心
と
し
て
、

現
在
34
ク
ラ
ブ
、
会
員
1
4
8
2

名
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
長
く
役
職
員
と
し
て

活
動
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
19
日
か
ら
5
日
間
、Ｊ
Ａ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
い
と

ま
ん
で
「
第
７
回
グ
リ
ー
ン
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
色

鮮
や
か
な
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
や
ク

ロ
ト
ン
な
ど
、
多
種
多
様
な
植
木
や

花
木
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
19
日
に
は
、
本

市
で
合
宿
中
の

大
相
撲
、
伊
勢
ケ

浜
部
屋
の
力
士

ら
に
よ
る
「
ち
ゃ

ん
こ
鍋
」
が
無
料

で
ふ
る
ま
わ
れ
、

二
つ
の
大
鍋
で

作
ら
れ
た
約
１
、

０
０
０
人
分
の
ち
ゃ

ん
こ
は
あ
っ
と

い
う
間
に
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
10
月
1
日
付
け
で
、
本
市
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ

た
金
城
悟
さ
ん
（
担
当
地
区
・
県
営

浜
川
団
地
・
市
営
浜
川
団
地
）
と
上

原
尚
子
さ
ん（
担
当
地
区
・
前
端
区
）

へ
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
糸
満
市
長
か
ら

両
名
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
人
の
任
期
は
平
成
22
年
11
月

30
日
ま
で
。
地
域
住
民
の
生
活
上

の
悩
み
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談

等
を
聞
き
、
関
係
団
体
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

大
同
火
災
か
ら

車
椅
子
の
寄
贈

　
西
崎
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
の

住
民
で
組
織
す
る
自
主
防
災
組
織
に
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
自

主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
に
よ
り
、

補
助
金
２
０
０
万
円
で
購
入
し
た
防

災
資
機
材
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
今
回
が
３
団
体
目
の
助

成
と
な
り
、
防
災
資
機
材
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
後
、
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
区
民
約
70
人
が
参
加
。
消
火
訓
練
、

救
出
・
救
護
訓
練
、
避
難
訓
練
な
ど

を
行
い
、
各
種
防
災
資
機
材
に
つ
い

て
の
知
識
及
び
取
り
扱
い
方
法
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　
西
崎
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
昨
年
４

月
に
自
主
防
災
組
織
を
設
立
。
防
災

資
機
材
の
整
備
に
よ
り
自
主
防
災
組

織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

西
崎
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
自
治
会
、
防

災
資
機
材
整
備

　
11
月
18
日
、
東
京
都
千
代
田
区

で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
P
T
A
全

国
協
議
会
年
次
表
彰
式
」
で
、
高
嶺

小
学
校
P
T
A
（
会
長
・
末
吉
信
哲
）

が
「
平
成
21
年
度
優
良
P
T
A
文

部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
お
よ
び
教
師
の
加
入
率

が
1
0
0
％
の
高
嶺
小
学
校
P
T
A
。

地
域
や
関
係
団
体
と
積
極
的
に
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
安
心
安
全

確
保
の
取
り
組
み
に
熱
心
に
活
動
し
、

こ
れ
ま
で
に
数
々
の
表
彰
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
は
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
、

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

高
嶺
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
文
部
科

学
大
臣
賞
受
賞

　
12
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

11
回
１
３
０
万
県
民
平
和
の
光
い

と
ま
ん
ピ
ー
ス
フ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」。
開
催
を
前
に
12
月
15
日
、
糸

満
市
商
工
会
（
照
屋
正
秀
会
長
）、
糸

満
市
建
設
業
協
会
（
上
原
清
徳
会
長
）、

糸
満
漁
業
協
同
組
合
（
金
城
宏
組
合

長
）
の
３
団
体
か
ら
、
市
長
室
で
実

行
委
員
長
を
務
め
る
上
原
裕
常
市
長

へ
寄
付
金
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
原
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
年
々
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
き
て

い
ま
す
。
寄
付
金
は
有
効
に
活
用
し

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

い
と
ま
ん
ピ
ー
ス

フ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
実
行
委
員

会
へ
寄
付
金
贈
呈

糸
老
連
40
周

年
記
念
！

　
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

人
気
を
博
し
て
い
る
「
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
」
。
糸
満
観
光
農
園
で
は
11
月
29

日
、「
第
７
回
糸
満
ワ
イ
ン
カ
ッ
プ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市

民
や
県
内
各
地
か
ら
約
１
２
０
人

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
集
い
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
県
内
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
先
進
地
、
国
頭
村
か
ら
84
歳
の

男
性
を
含
む
32
人
の
男
女
が
参
加

し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
男

子
は
、
長
嶺
将
治
さ
ん
（
那
覇
市
）、

女
子
は
岩
村
悦
子
さ
ん
（
那
覇
市
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

 

ワ
イ
ン
カ
ッ
プ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
開
催
！

　
平
和
へ
の
願
い
を
光
に
こ
め
て
「
第

11
回
平
和
の
光
い
と
ま
ん
ピ
ー
ス

フ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
糸
満

観
光
農
園
で
12
月
18
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
の
点
灯
式
に
は
、
市
内

の
小
中
学
生
や
本
市
で
合
宿
中
の

大
相
撲
、
伊
勢
ケ
浜
部
屋
の
安
美
錦

関
ら
が
出
席
。
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読

さ
れ
た
後
、
一
斉
に
点
灯
さ
れ
、
会

場
を
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
か
ら

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

夜
空
を
彩
る

い
と
ま
ん
ピ
ー

ス
フ
ル
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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市
長
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

一
同
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
長
　
昨
年
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
（
以
下
、
全
国
高
校
総
体
）
で
の

饒
平
名
さ
ん
、
金
城
さ
ん
の
活
躍
は

「
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
市

民
に
夢
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
糸
満
市
は
、
平
成
７
年
に
糸
満

市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
を
行
い
、

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

市
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
や
糸
満
市
へ
の
思
い
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
初
に
、
昨
年
の
大
会
の

感
想
や
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
つ
い
て

お
聞
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

徳
元
　
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
い
う
の
は
、

競
技
者
、
監
督
、
大
会
関
係
者
（
協

会
・
連
盟
）
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
立

場
で
感
じ
方
が
違
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
競
技
者
だ
と
、
厳
し
い
練
習
で
身

体
能
力
を
高
め
、
技
術
を
磨
き
、
大

会
で
目
標
を
達
成
し
て
周
囲
に
評
価
、

称
賛
さ
れ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の

魅
力
を
感
じ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
指
導
者
は
、
素
晴
ら
し
い
人
材
を

発
掘
し
て
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
選

手
が
頂
点
に
た
っ
た
時
に
、
大
会
関

係
者
は
大
会
を
成
功
さ
せ
る
と
こ
に

大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
饒
平
名
さ
ん
や
金
城
さ

ん
の
活
躍
に
市
民
が
喜
び
、
勇
気
を

得
た
よ
う
に
、
観
衆
は
自
分
の
好
き

な
選
手
や
チ
ー
ム
が
活
躍
す
る
こ
と

で
誇
り
を
感
じ
、
喜
び
を
共
有
す
る

こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
に
魅
力
を
感
じ
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

金
城
　
昨
年
は
、
県
の
高
校
総
体
で
団

体
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
優

勝
し
３
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
は
ベ
ス
ト
16
に
入
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
大
き
な
大
会
で
、
周

囲
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
結
果
を
残

し
て
い
く
の
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。

饒
平
名
　
私
も
そ
う
で
す
。
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
大
き
な
大
会
で
発
揮
し

て
勝
つ
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
。
昨
年

の
全
国
高
校
総
体
で
優
勝
で
き
た
の

も
、
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
、
両
親
や
監

督
の
支
え
が
あ
っ
て
達
成
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
、
後
輩
と
い

う
上
下
関
係
の
中
か
ら
、
礼
儀
作
法

の
面
で
も
大
き
く
成
長
で
き
た
の
か

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

下
地
　
二
人
の
よ
う
に
勝
ち
進
ん
で
い

く
と
、
自
分
だ
け
の
力
じ
ゃ
な
い
と

感
じ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
一
番
大
事
な
と
こ

ろ
で
、
優
勝
者
は
一
人
で
す
が
、
そ

の
優
勝
の
為
に
は
、
多
く
の
人
た
ち

が
関
わ
り
、
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
監
督
、
両
親
の
支

え
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
つ
な
が

り
の
中
か
ら
、
は
じ
め
て
上
に
立
て

て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
も
っ
と
強
く

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。

徳
元
　
ス
ポ
ー
ツ
は
人
を
変
え
、
生
き

方
を
変
え
、
人
生
を
変
え
る
と
い
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
人
生
を
豊
か
に

し
、
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

力
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
人
生
を

豊
か
に
す
る

市
長
　
昨
年
、
全
九
州
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
で
、
上
原
和
子
さ
ん

（
糸
満
南
小
学
校
6
年
）
が
、
6
年
生

以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
ま

し
た
。
監
督
で
父
親
で
も
あ
る
上
原

源
三
さ
ん
が
、
県
内
で
ト
ッ
プ
に
な

る
と
、
そ
の
上
の
ク
ラ
ス
を
め
ざ
す

に
は
、
県
外
遠
征
で
高
い
レ
ベ
ル
の

選
手
と
競
わ
な
い
と
実
力
は
つ
い
て

こ
な
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
離

島
県
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
わ
け

で
す
が
、
競
技
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

金
城
　
他
校
と
は
違
う
練
習
、
強
豪
校

の
練
習
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
県
外
遠
征
で
、
強
豪
チ
ー
ム
と

試
合
を
し
た
り
、
県
内
で
は
一
般
の

大
会
な
ど
に
出
場
し
て
社
会
人
選
手

か
ら
高
校
生
と
は
違
う
プ
レ
ー
を
学

ん
で
、
試
合
に
生
か
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

饒
平
名
　
夏
休
み
な
ど
長
期
間
の
休
み

に
は
、
県
外
へ
遠
征
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
県
外
の
大
会
や
合
宿
を
通

し
て
で
き
た
仲
間
と
、
互
い
に
連
絡

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は

ま
ち
づ
く
り
の
原
点

昨年は、西崎中学校出身の饒平名知子さん（沖縄尚学高等学校

２年）が奈良県で開催された全国高校総合体育大会女子柔道

48キロ級で県勢初の全国一という快挙を成し遂げるなど、各

種競技で本市出身選手の活躍が目立つ年でした。

そして今年は、高校生最大のスポーツイベント、全国高校総合

体育大会（インターハイ）が沖縄県で開催され、本市はバド

ミントン競技の主会場となっています。

そこで今回は、上原裕常市長と沖縄インターハイの有力選手、

大会関係者の皆さんに、スポーツの魅力や沖縄インターハイ

における意気込み、そして糸満市への思いなどを語っていた

だきました。

ス
ポ
ー
ツ
が
つ
な
ぐ

ス
ポ
ー
ツ
が
つ
な
ぐ

人
・
ま
ち
・
未
来

人
・
ま
ち
・
未
来

[

糸
満
市
長]

上
原
裕
常

さ
んさ

ん

さ
ん

さ
ん さ

ん

[

女
子
柔
道　
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
２
年]

饒
平
名　
知
子さ

ん
さ

[

糸
満
市
体
育
協
会
会
長]

徳
元　
孝
進

さ
ん
さ

[

沖
縄
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
門
委
員
長]

下
地　
敏
彦

さ
ん

[

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
沖
縄
水
産
高
等
学
校
２
年]

金
城　
智
大

スポーツ健康都市宣言のまち糸満市

上原裕常　糸満市長
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を
取
り
な
が
ら
近
況
を
伝
え
て
い
ま

す
。
友
人
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ

り
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

徳
元
　
金
城
君
に
は
、
最
大
の
ラ
イ
バ

ル
が
同
校
に
い
ま
す
よ
ね
。

金
城
　
は
い
。
後
輩
に
い
ま
す
。
最
近

ま
で
、
勝
て
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
昨
年
11
月
の
新
人
大
会
の

決
勝
で
は
後
輩
、
先
輩
関
係
な
く
や

ろ
う
と
思
っ
て
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
後
輩
よ
り
も
勝
負
に
対
す
る

気
持
ち
が
勝
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
気
持
ち
次
第
で
試
合
も
変
わ

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

饒
平
名
　
私
も
他
校
の
選
手
と
い
う
よ

り
は
、
同
校
柔
道
部
内
で
の
戦
い
が

厳
し
い
で
す
。

徳
元
　
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
。
そ
の
こ
と

が
自
分
の
技
術
を
高
め
た
り
す
る
要

素
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。

　
競
技
力
の
向
上
は
、
体
育
協
会
の

大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
指
導
者
の
育
成
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
情
熱
あ
る
指
導
者
は
、
必
ず
い

い
選
手
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
長
期
的
に
選
手
を
育
成
す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
は
、
年
齢
、
体
力
に
応
じ
て
い
つ

で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
は
、
成
人

か
ら
始
め
て
楽
し
む
こ
と
は
で
き
て

も
、
県
大
会
な
ど
の
高
度
な
試
合
に

は
通
用
し
ま
せ
ん
。
小
中
高
で
の
練

習
の
蓄
積
が
非
常
に
大
事
で
す
。

下
地
　
同
感
で
す
。
小
中
高
、
一
貫
し

た
指
導
体
制
が
必
要
で
す
。
競
技
力

の
向
上
は
、
昭
和
62
年
に
開
催
さ
れ

た
沖
縄
海
邦
国
体
の
時
に
、
県
外
遠

征
な
ど
お
金
と
時
間
を
か
け
て
県
下

一
斉
に
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
頃
ま
で
は
、
そ
の
余
力
で

県
外
の
大
会
で
も
、
そ
こ
そ
こ
の
成

績
を
残
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
す
べ
て
の
競
技
力
が
一
斉
に
落
ち

込
み
ま
し
た
。

　
　
現
在
は
、
海
邦
国
体
の
よ
う
に
お

金
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

県
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、
月

に
１
度
、
小
中
高
の
競
技
者
が
一
堂

に
会
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
小

学
生
は
中
学
生
、
中
学
生
は
高
校
生

が
み
る
こ
と
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
一
貫
し
た
指
導
体
制

の
お
陰
で
、
最
近
は
効
果
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

徳
元
　
糸
満
市
の
強
化
指
定
ス
ポ
ー
ツ

を
作
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
糸
満
市
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔

道
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
軟

式
野
球
な
ど
が
盛
ん
で
す
。
浦
添
市

の
場
合
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
市
の
ス

ポ
ー
ツ
に
指
定
し
て
一
貫
し
た
指
導

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
県
、

九
州
で
は
な
く
全
国
一
が
あ
た
り
ま

え
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
意
気
込
み

も
違
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
な
く
他
の
ス
ポ
ー

ツ
に
も
波
及
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
原
点
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
行
政
や
関
係
機
関
、
市
民
が
連
携

し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
行
政
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
育
成
に
関
わ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
以
前
に
訪
れ
た
秋
田
県
能
代
市

は
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
」

を
大
々
的
に
掲
げ
て
い
て
、
各
駅
に

は
必
ず
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
と
ボ
ー

ル
が
あ
り
ま
し
た
。
電
車
を
待
つ
合

間
に
、
バ
ス
ケ
を
楽
し
む
。
徹
底
し

た
取
り
組
み
を
し
て
い
て
、
糸
満
市

に
も
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

糸
満
市
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が

有
力
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
な
ま
ち
は
、
周
囲
か
ら
み
て

も
活
気
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
公
約
で
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ

ー
ツ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
掲
げ
ま

し
た
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
競
技
ス
ポ

ー
ツ
も
含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
づ

く
り
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

既
存
の
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
に
な

り
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
維
持
補
修
し

な
が
ら
、
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
西
崎
陸

上
競
技
場
を
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の

第
3
種
公
認
競
技
場
認
定
に
向
け
、

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

徳
元
　
第
3
種
の
認
定
が
あ
る
と
県
大

会
が
開
催
で
き
ま
す
。
来
年
の
県
民

体
育
大
会
は
、
糸
満
市
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
陸
上
競
技
は
、
大

会
の
花
型
種
目
で
す
か
ら
、
是
非
と

も
整
備
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

饒平名　知子さん

下地　敏彦さん徳元　孝進さん

金城　智大さん

市
長
　
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
沖
縄
県
大
会
ま
で
8
カ
月
と
迫

り
ま
し
た
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
近
畿

ま
ほ
ろ
ば
総
体
の
視
察
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
地
元
の
方
々
に
、
会
場

を
訪
ね
て
も
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

状
況
で
し
た
。
大
都
市
な
の
で
周
知

が
難
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

下
地
　
糸
満
市
は
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
は
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
現
役
選
手
の
二
人
は
分

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

大
会
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
会
場

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
私
自
身
も
国
体
選
手
と

し
て
、
監
督
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

大
会
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
大
会

は
、
施
設
の
立
派
さ
で
は
な
く
、
周

り
の
人
た
ち
の
声
援
や
拍
手
な
ど
が

今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
全
国
大
会
に
来
て
い
る
ん
だ
と
選

手
た
ち
の
気
持
ち
の
中
に
残
る
よ
う

な
、
も
う
一
度
糸
満
市
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
大
会
に
し

た
い
で
す
ね
。

金
城
・
饒
平
名
　
地
元
開
催
は
緊
張
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
応
援
は
力
に
な

り
ま
す
。

下
地
　
選
手
が
地
元
開
催
の
大
会
で
良

い
結
果
を
残
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

こ
の
大
会
を
、
競
技
力
向
上
を
目
指

す
、
ひ
と
つ
の
通
過
点
に
位
置
付
け

る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
結
果

だ
け
を
求
め
ず
、
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
、
市
民
全
体
で
受
け
入
れ
る
よ
う

な
大
会
が
で
き
る
と
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
、
市
民
全
体

と
し
て
の
盛
り
上
が
り
が
少
し
足
り

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
　
糸
満
市
で
や
る
意
義
は
何
で
し
ょ

う
か
。
糸
満
市
は
沖
縄
戦
終
焉
の
地

で
あ
り
、
そ
う
い
う
歴
史
的
背
景
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
平
和
で
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
楽
し
く
で
き
る
こ
と
を
伝

え
る
の
も
、
私
た
ち
教
育
者
の
責
務

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
大
会
期
間
中
、
約
１
、
５
０
０
人

の
選
手
、
関
係
者
が
糸
満
市
を
訪
れ

ま
す
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、

選
手
は
試
合
の
こ
と
し
か
頭
に
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
選
手
の
思
い
出

に
残
る
大
会
に
す
る
た
め
に
も
、
競

技
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
平
和
学
習
や
、

糸
満
市
の
伝
統
行
事
、
エ
イ
サ
ー
や

ハ
ー
レ
ー
体
験
等
が
あ
っ
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

徳
元
　
そ
う
で
す
ね
。
大
会
で
は
、
友

情
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
、
な
か
な
か
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
規
模
的
に

は
、
高
校
総
体
は
国
体
よ
り
も
大
き

な
大
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
選
手
、

関
係
者
が
糸
満
市
を
訪
れ
ま
す
か
ら
、

糸
満
市
か
ら
何
を
感
じ
て
帰
る
か
と

い
う
こ
と
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　
　
ま
ず
は
周
知
だ
と
思
い
ま
す
。
高

校
総
体
が
ど
う
い
う
大
会
な
の
か
知

ら
な
い
市
民
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
が
会
場
に
足
を
運

ぶ
よ
う
に
周
知
を
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

市
長
　
糸
満
市
の
特
色
を
生
か
し
た
大

会
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

最
後
に
、
現
役
選
手
の
お
二
人
か
ら
、

全
国
高
校
総
体
へ
向
け
て
の
抱
負
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

金
城
　
今
の
練
習
で
は
、
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に

厳
し
く
、
技
術
の
吸
収
力
を
高
め
て
、

沖
縄
総
体
で
は
、
前
回
大
会
を
上
回

る
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

饒
平
名
　
昨
年
の
大
会
で
優
勝
で
き
た

の
も
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
力
が
あ
っ

て
こ
そ
。
今
年
も
、
全
国
の
上
位
に

あ
が
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
練
習
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
糸
満

　
市
が
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
と
し
て
活
性

化
で
き
る
と
い
う
期
待
感
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
校

生
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
全

国
高
校
総
体
の
成
功
に
向
け
、
こ
れ

か
ら
も
ご
指
導
、
ご
助
言
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

浦添市出身。小学２年生の頃から、糸満警

察署少年柔道クラブに通う。西崎中学校

を経て、沖縄尚学高等学校柔道部へ。昨

年の近畿まほろば総体（全国高校総合体

育大会）で県勢女子初、女子48Kg級で優

勝という快挙を成し遂げる。

糸満出身。糸満中学校３年時に県大会団体、

シングルス、ダブルスの３冠を達成。高校は

沖縄水産高校に進学。２年生で県大会で３冠

を達成。昨年は全国高校総体、全日本ジュニ

アのダブルスでベスト16。今年、地元開催の

全国高校総体では、さらに上位を目指す。

宮古島出身。昭和62年、沖縄海邦国体バドミ

ントン競技、成年男子の選手として出場。同

国体後は現役を退き国体成年男子監督を10

年務め、平成12年県高体連バドミントン専門

委員長に。平成21年4月から本市の高校総体

実行委員会事務局に派県教員として勤務し大

会成功を目指す。

米須出身。昭和60年糸満市体育協会理事長、

平成7年糸満市体育協会副会長を経て、平成

15年糸満市体育協会会長に。多くの市民が仲

間と一緒にスポーツを楽しみながら、元気で

豊かな暮らしが送れるように、生涯スポーツ、

競技スポーツの振興、普及に努める。

糸
満
の
特
色
を
生
か
し
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報

お
知
ら
せ

糸
満
市
臨
時
職
員
募
集

職
種
　
①
保
育
士
補
助
員
　
②
事
務

　
補
助
員
　

資
格
　
保
育
士
補
助
員
の
み
保
育
士

　
資
格
を
有
す
る
方

募
集
人
員
　
若
干
名

待
遇
　
①
保
育
士
補
助
員
　
日
額
　

　
６
、
３
０
０
円
　
②
事
務
補
助
員

　
日
額
　
５
、
５
０
０
円
　
※
社
会

　
保
険
、
雇
用
保
険
、
賞
与
、
有
給
休

　
暇
制
度
有
り

採
用
　
欠
員
が
生
じ
た
場
合
（
事
前

　
に
電
話
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

応
募
方
法
　
人
事
課
に
履
歴
書
を
提

　
出
（
随
時
受
付
）

人
事
課
　
8
4
0
・
8
1
1
7
　

介
護
支
援
専
門
員
嘱
託
員
募
集

資
格
　
介
護
支
援
専
門
員

募
集
人
数
　
1
名

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
9
時
〜
16
時

業
務
内
容
　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　
メ
ン
ト
業
務

報
酬
　
月
額
2
0
0
、
0
0
0
円

応
募
方
法
　
履
歴
書
に
資
格
の
免
許

　
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

応
募
期
間
　
2
月
16
日
（
火
）
ま
で

地
域
包
括
支
援
課
　
8
4
0
・
8
1
1
4

　
糸
満
市
で
は
毎
月
第
１
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
曜
日
は
「
有
害
ご
み
の

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
害
ご
み

と
は
蛍
光
灯
、
水
銀
体
温
計
の
こ
と

で
す
。

　
そ
の
他
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
第

２
週
目
以
降
の
「
燃
や
せ
な
い
ご
み

の
日
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

有
害
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
　
８
４
０
・
８
１
２
４

　
糸
満
市
で
は
、
生
活
排
水
対
策
重

点
地
域
（
下
水
道
処
理
区
域
を
除

く
）
に
お
い
て
、
既
存
の
単
独
処
理

浄
化
槽
等
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

（
処
理
対
象
人
員
が
６
人
か
ら
７
人

槽
の
も
の
に
限
る
）
に
変
更
す
る
者

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各

号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、

補
助
金
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

①
浄
化
槽
法
第
５
条
第
１
項
に
基
づ

　
く
設
置
の
届
出
の
審
査
又
は
建
築

　
基
準
法
第
６
条
第
１
項
に
基
づ
く

　
確
認
を
受
け
ず
に
合
併
処
理
浄
化

　
槽
を
設
置
す
る
者

②
住
宅
を
借
り
て
い
る
場
合
で
、
所

　
有
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者

③
住
宅
の
新
築
に
伴
っ
て
浄
化
槽
を

　
設
置
す
る
者

対
象
数
　
６
〜
７
人
槽
（
３
基
）
補

　
助
限
度
額
１
基
（
４
１
４
、
０
０

　
０
円
）

申
し
込
み
期
限
　
２
月
26
日
ま
で

糸
満
市
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
　
８
４
０
・
８
１
２
４

　
糸
満
市
教
育
委
員
会
が
発
注
す
る

平
成
22
年
度
の
委
託
業
務
等
に
つ
い

て
、
入
札
参
加
資
格
審
査
追
加
申
請

書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
業
務
の
種
類
　
○
汚
水
処
理
施
設

　
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
（
小

　
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
）
○
消

　
防
用
設
備
等
定
期
点
検
業
務
（
小

　
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
）
○
貯

　
水
槽
清
掃
及
び
法
定
検
査
業
務

（
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
）
○

　
建
築
物
及
び
建
築
設
備
定
期
調
査

　
報
告
書
作
成
業
務
（
小
学
校
・
中

　
学
校
）
○
耐
力
度
調
査
業
務
（
小

　
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
）
○
電

　
気
工
作
物
点
検
業
務
（
小
学
校
・

　
中
学
校
）
○
物
品
購
入
及
び
警
備

　
保
障
業
務

■
申
請
期
間
　
２
月
１
日
（
月
）
〜

　
２
月
26
日
（
金
）
８
時
30
分
〜
12

　
時
・
13
時
〜
17
時
。
月
〜
金
（
祝

　
日
除
く
）
※
申
請
は
、
申
請
書
作

　
成
者
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
受
付
・
配
布
場
所
　

　
糸
満
市
教
育
委
員
会
　
総
務
課

　
１
月
20
日
〜
２
月
26
日

※
申
請
書
は
教
育
委
員
会
総
務
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
指
名
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
（
追
加
申
請
）
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
総
務
課
　
８
４
０
・
８
１
６
０

　
平
成
22
年
度
公
立
幼
稚
園
に
お
け

る
預
か
り
保
育
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

実
施
幼
稚
園
　
兼
城
幼
稚
園
・
西
崎

　
幼
稚
園
　
※
定
員
は
、
各
園
30
名

対
象
　
実
施
幼
稚
園
に
在
園
す
る
園

　
児
で
、
両
親
及
び
そ
の
世
帯
員
の

　
い
ず
れ
も
次
の
理
由
で
、
家
庭
で

　
保
育
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
者
。

※
共
働
き
、
出
産
、
疾
病
等
、
介
護
等

期
間
　
入
園
式
翌
日
か
ら
終
了
式
前

　
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
除
く
）

時
間
　
通
常
保
育
（
教
育
時
間
終
了

　
後
〜
18
時
）
・
長
期
休
業
（
夏
休

　
み
・
冬
休
み
　
８
時
〜
18
時
）

保
育
料
等
　

　
保
育
料
　
月
額
5
、
0
0
0
円

　
お
や
つ
代
　
月
額
1
、
0
0
0
円

　
昼
食
　
弁
当
持
参

申
請
期
間
　
１
月
21
日
〜
１
月
28
日

申
請
場
所
　
教
育
委
員
会
総
務
課

※
申
請
書
は
実
施
園
に
て
配
布
し
て

　
い
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
募
集
に

つ
い
て

教
育
委
員
会
総
務
課
　
８
４
０
・
８
１
６
０

　
農
林
水
産
省
（
沖
縄
県
、
糸
満

市
）
で
は
、
農
林
業
従
事
者
を
対
象

と
し
た
統
計
調
査
を
平
成
22
年
2
月

1
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
1

月
中
旬
か
ら
2
月
中
旬
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
票
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
正
確
な
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

2
0
1
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
の
お
知
ら
せ

秘
書
企
画
課
　
８
４
０
・
８
１
８
３

　
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
は
、
平
成

23
年
７
月
24
日
に
終
了
し
ま
す
。
そ

れ
ま
で
に
お
手
持
ち
の
テ
レ
ビ
を

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
対
応
受
信

機
に
替
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
沖
縄
県
で
は
、
経
済
的
な
事
情
で

地
デ
ジ
受
信
機
の
購
入
が
困
難
な
世

帯
に
地
デ
ジ
機
器
購
入
費
用
（
最
大

１
２
、
０
０
０
円
）
を
支
援
す
る
予

定
で
す
。

申
請
受
付
開
始
　
１
月
初
旬
以
降 

（
予
定
）

支
援
対
象
世
帯
　
世
帯
全
員
が
住
民

   

税
非
課
税
世
帯

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
デ
ー
ジ
支
援
し
隊

　
準
備
事
務
局

　
　
９
５
１
・
２
７
０
０

沖
縄
県
か
ら
地
デ
ジ
に
関
す
る
大

切
な
お
知
ら
せ

秘
書
企
画
課
　
８
４
０
・
８
１
８
３

糸満市の火災・救急

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ラジオ広報 FMたまん

糸満市の人口

平成21年11月末日現在

（　　）内は平成21年累計

世帯数

男

女

総人口

外国人登録者

21,821（+22）

29,418（+6）

29,144（+9）

58,562（+15）

173（-1）
平成21年11月末現在

平成18年10月1日現在

①7時45分～7時50分
②12時55分～13時
③17時55分～18時
④12時55分～13時

月～金

土・日

糸満市役所だより

ラジオ回覧板
毎週月～金 12時～12時50分

お知らせ

催し・講座

国保

健康

相談　

P16

P17

P19

P20

P22

総面積　46.63km2

災害種別

11月の火災

11月の救急

件　数

0（20）

152（2040）

前年比

+7

-53

催
し
・
講
座

有
機
農
法
に
よ
る
家
庭
菜
園
教
室

糸
満
観
光
農
園
　
９
９
７
・
２
７
９
３
　

日
時
　
１
月
16
日
（
土
）
10
時
〜
11

　
時
30
分

場
所
　
糸
満
観
光
農
園
ガ
ラ
ス
館

募
集
人
員
　
20
名
程
度
　
　

受
講
料
　
１
、
０
０
０
円
　
　
　

内
容
　
土
づ
く
り
・
野
菜
の
苗
作
り

男
性
高
齢
者
の
料
理
教
室

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
9
9
4
・
0
5
6
3

　
料
理
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
楽
し
い

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
そ
う
！

日
時
　
1
月
22
日
（
金
）
9
時
30
分

　
〜
14
時

場
所
　
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

申
し
込
み
締
め
切
り
　
1
月
15
日
ま
で

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

消
防
本
部
　
９
９
２
・
３
６
６
１

　
防
火
管
理
者
と
し
て
の
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
甲
種
防
火
管

理
者
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

日
時
　
２
月
17
日
・
18
日

受
付
　
１
月
18
日
〜
20
日

場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ

　
ス
ト
ー
ネ
（
宜
野
湾
市
）

問
い
合
わ
せ
　
沖
縄
県
消
防
設
備
保

　
守
協
会
　
８
５
３
・
６
０
５
９

■
た
い
よ
う
探
検
隊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
み
ん
な
で
児
童
セ
ン
タ
ー
の
ま
わ

り
を
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
探
検
し
よ

う
！

日
時
　

１
月
16
日
（
土
）

10
時
〜

西
崎
太
陽
児
童
セ
ン
タ
ー

９
９
２
・
４
２
２
８

■
新
春
も
ち
つ
き
大
会

　
地
域
の
人

も
大
勢
参
加

し
ま
す
。
み

ん
な
で
お
い

し
い
お
も
ち

を
食
べ
よ
う
！

日
時
　

　
１
月
９
日
（
土
）

■
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

　
メ
ン
バ
ー
募
集

　
み
ん
な
が
い
つ
も
遊
ん
で
い
る
周

辺
の
地
図
を
作
る
よ
！
『
キ
ケ
ン
』

な
場
所
や
み
ん
な
に
紹
介
し
た
い
場

所
な
ど
、
地
域
に
く
わ
し
い
お
友
達

は
ぜ
ひ
参
加
し
よ
う
！

1
月
の
育
児
講
座

①
琉
球
舞
踊
に
挑
戦
・
1
月
６
日

②
沖
縄
伝
統
行
事
ム
ー
チ
ー
づ
く

り
・
１
月
13
日
　
③
保
育
所
め
ぐ
り

（
喜
屋
武
・
真
壁
保
育
所
）
・
１
月

20
日
　
④
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
絵

本
・
１
月
27
日

※
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
（
10
時
か

　
ら
）
。
予
約
が
必
要
で
す
。

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
10
時
〜
12
時
）

米
須
公
民
館
　
第
１
・
３
火
曜
日

大
川
公
民
館
　
第
２
・
４
火
曜
日

潮
平
県
営
高
層
住
宅
集
会
所

　
毎
週
木
曜
日

が
じ
ゅ
ま
る
児
童
セ
ン
タ
ー

９
９
５
・
１
９
３
７

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
ぬ
く

８
５
２
・
３
６
３
３
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平成22年度小・中学校新入学児童生徒オリエンテーション
■お問い合わせ　糸満市教育委員会　学校教育課　　840-8165

　平成22年度において入学される児童・生徒を対象に、市内各小・中学校で新入学オリエンテーションを行います。
なお、調整区域の児童・生徒に関しては、入学希望校が決定しましたら、教育委員会へご連絡ください。

　
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
要
す
る
、
在
宅
障
害
者
（
児
）
を
対

象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
受
給
資
格
が
認
定
さ

れ
る
と
、
毎
年
2
月
・
5
月
・
8
月
・
11
月
に
手
当

支
給
と
な
り
ま
す
。■

特
別
障
害
者
手
当

対
象
者
　
20
歳
以
上
の
重
度
障
害
者

支
給
月
額
　
2
6
、
4
4
0
円
（
H
21

　
年
度
）

支
給
対
象
外
　
施
設
入
所
・
3
ヶ
月

　
以
上
の
長
期
入
院
中
の
方

■
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
児
　
20
歳
未
満
の
重
度
障
害
児

支
給
月
額
　
1
4
、
3
8
0
円
（
H
21

　
年
度
）

支
給
対
象
外
　
施
設
入
所
中
の
児
童

※
各
手
当
と
も
所
得
限
度
額
を
超
え

　
る
場
合
は
支
給
対
象
外
と
な
り
ま

　
す
。

■
手
続
き
　

　
社
会
福
祉
課
窓
口
へ
所
定
の
申
請

　
書
、
診
断
書
の
提
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。

■
現
在
受
給
中
の
皆
さ
ま
へ

　
次
の
事
項
に
か
か
る
場
合
は
、
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
扶
養
義
務
者
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

・
施
設
へ
入
所
し
た
場
合

・
3
ヶ
月
以
上
の
入
院
が
あ
っ
た
場
合

・
障
害
程
度
が
該
当
し
な
く
な
っ
た

　
場
合

・
受
給
資
格
者
が
死
亡
し
た
場
合

特別障害者手当等について
■お問い合わせ　社会福祉課障害福祉係　　840-8130

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告

す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
害
者

（
特
別
障
害
者
）
に
該
当
す
る
場
合
、
障

害
者
控
除
と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
糸
満
市
の
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
も
対
象
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
認
定
書
の
発
行
が
で
き
ま
す
。

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
と
は

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
う
け
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
が
、
法
令
等
に
基

づ
い
て
障
害
者
控
除
対
象
者
と
し
て
市

が
認
定
し
た
場
合
は
、
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。
所
得
税

や
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
に
、

こ
の
認
定
書
を
添
付
す
る
と
、
本
人
ま

た
は
そ
の
扶
養
者
が
障
害
者
控
除
ま
た

は
特
別
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　
　

■
認
定
書
発
行
対

象
者
　
①
65
歳
以
上

の
人
で
、
要
介
護
認

定
を
受
け
、
障
害
者

に
準
ず
る
人
。
②
65

歳
以
上
の
人
で
、
６

ヶ
月
以
上
床
に
伏
せ
、

食
事
・
排
便
等
に
支

障
が
あ
る
寝
た
き
り

の
人
。
③
上
記
①
②

の
人
を
扶
養
し
て
い

る
人
。

※
認
定
書
の
申
請
は

介
護
長
寿
課
窓
口
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介護保険要介護認定者障害者控除の認定書発行について
■お問い合わせ　介護長寿課認定給付係　　840-8133

兼城小学校

糸満小学校

糸満南小学校

高嶺小学校

真壁小学校

喜屋武小学校

米須小学校

西崎小学校

潮平小学校

光洋小学校

兼城中学校

糸満中学校

高嶺中学校

三和中学校

西崎中学校

潮平中学校

学校名 日　時 場　所 電　話

兼城小学校体育館

糸満小学校視聴覚室

糸満南小学校体育館

高嶺小学校視聴覚室

真壁小学校図書室

喜屋武小学校視聴覚室

米須小学校図書室

西崎小学校体育館

潮平小学校体育館

光洋小学校体育館

兼城中学校体育館

糸満中学校体育館

高嶺小学校体育館

三和中学校体育館

西崎中学校体育館

潮平中学校体育館

９９４－６３２１

９９４－２０１３

９９４－２１２１

９９４－２３１０

９９７－２０１６

９９７－２００５

９９７－４５１１

９９２－３４５１

９９２－２５４５

９９２－０８８０

９９４－６３５２

９９４－２０３０

９９４－２０４５

９９７－２０１４

９９４－３０５０

９９２－７５７５

国民健康保険課からのお知らせ
■お問い合わせ　国民健康保険課　　840-8127

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
の
義
務
を
負
う
世
帯
主
等

が
天
災
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
災
害
等
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
付
が
困
難
で
あ
る
世
帯
又
は
、
そ
の
他
特

別
な
事
情
が
あ
る
世
帯
で
、
利
用
し
得
る
資
産
・
能
力
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
税
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
部
負
担
金
の
支
払
い
義
務
を
負
う

世
帯
主
、
ま
た
は
世
帯
に
属
す
る
者
が
、

利
用
し
得
る
資
産
・
能
力
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
も
の
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
部
負
担
金
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、

か
つ
、
療
養
見
込
み
期
間
が
概
ね
３
ヶ

月
以
内
で
あ
る
場
合
は
世
帯
主
の
申
請

に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
免
除
、
若
し

く
は
減
額
、
ま
た
は
徴
収
を
猶
予
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

要
件
　
①
世
帯
主
等
が
死
亡
し
た
た
め
収
入
が
皆
無
、

　
ま
た
は
著
し
く
減
少
し
、
生
活
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

　
ら
れ
る
と
き
。

②
世
帯
主
等
が
失
業
・
廃
業
、
ま
た
は

　
こ
れ
ら
に
類
す
る
特
別
な
理
由
に
よ

　
り
収
入
が
皆
無
、
ま
た
は
著
し
く
減

　
少
し
、
生
活
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

　
ら
れ
る
と
き
。

③
世
帯
主
等
が
疾
病
若
し
く
は
負
傷
に

　
よ
り
収
入
が
皆
無
、
ま
た
は
著
し
く

　
減
少
し
、
生
活
が
困
難
で
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
と
き
。

④
世
帯
主
等
が
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、

　
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

　
り
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き
。

⑤
前
号
に
掲
げ
る
事
由
に
類
す
る
事
由

　
が
あ
っ
た
と
き
。

手
続
方
法
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
を
受
け
よ
う
と
す
る
世
帯
主
等
は
、

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
関

　
係
書
類
を
添
え
て
国
民
健
康
保
険
課

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
一
部

負
担
金
の
免
除
、
減
額

及
び
徴
収
猶
予
に
つ
い

て

　
保
険
税
は
国
保
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
収
納
率
の
向
上
の
推
進
と
納

税
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
毎
月
第

４
日
曜
日
に
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

相
談
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
平
日

来
所
で
き
な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
開
設
日
　
１
月
24
日
（
日
）
13
時

〜
17
時
ま
で
。

場
所
　
国
民
健
康
保
険
課
８
番
窓
口

（
正
面
玄
関
の
入
口
は
閉
ま
っ
て
い

る
の
で
庁
舎
西
側
の
通
用
口
か
ら
お

入
り
く
だ
さ
い
）。

国
民
健
康
保
険
税
納
付

は
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

控除区分

障害者控除

特別障害者控除

要介護認定結果区分

認知症高齢者自立度Ⅱ以上   障害高齢者自立度Ａ以上

認知症高齢者自立度Ⅳ以上   障害高齢者自立度Ｂ以上

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

日(金)　14時～

日(木)　14時30分～

日(金)　14時30分～

日(木)　14時～

日(火)　14時～

日(火)　15時15分～

日(金)　14時45分～

日(木)　14時～

日(木)　13時30分～

日(水)　14時～

日(金)　14時15分～

日(火)　13時45分～

日(金)   14時10分～

日(木)   13時30分～

日(水)   14時15分～

日(水)　14時45分～

19

18

19

18

23

16

26

18

18

17

5

9

19

4

10

17



21 20

特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
の
受
診
期
間
は
、
今
年
の

1
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診
の
受
診
率
が
低

い
と
（
受
診
す
る
人
が
少
な

い
と
）、
国
か
ら
糸
満
市
国

保
へ
多
額
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

科
さ
れ
、
国
保
税
が
上
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
診
項
目
　
特
定
健
診
（
血

液
・
尿
検
査
等
）、
胃
が

ん
検
診
、
肺
が
ん
・
結
核

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診

※
詳
し
く
は
広
報
紙
今
月
号

へ
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康推進課からのお知らせ
■お問い合わせ　　健康推進課　 　840-8126

赤
ち
ゃ
ん
教
室
の
お
知
ら
せ

　
育
児
で
困
っ
て
い
る
こ
と

や
楽
し
さ
を
他
の
お
母
さ
ん

や
保
健
師
と
一
緒
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
27
日
（
水
）   

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ぬ
く
ぬ
く
（
座
波
保
育

所
隣
）

対
象
　
生
後
２
〜
5
ヶ
月
児

の
親
子
（
母
子
手
帳
持
参
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
の
お
知
ら
せ

　
お
産
の
経
過
や
妊
娠
中
の

食
生
活
、
沐
浴
に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

　
３
日
間
の
教
室
で
す
が
１

日
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
。

ご
夫
婦
で
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！
参
加
ご
希
望

の
方
は
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
１
日
目
　
１

月
13
日
（
水
）
14
時
〜
16
時
、

市
役
所
５
階
和
室

　
２
日
目
　
１
月
20
日
（
水
）

10
時
〜
13
時
　
改
善
セ
ン

タ
ー
（
調
理
室
・
和
室
）

　
３
日
目
　
１
月
30
日
（
土
）

　
10
時
〜
12
時

　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
　
１
日
目
「
お
産
の
経

過
と
呼
吸
法
」・
２
日
目

「
食
生
活
に
つ
い
て
（
試

食
あ
り
）」・
３
日
目
「
沐

浴
に
つ
い
て
」

対
象
者
　
妊
婦

定
員
　
20
名
（
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
）。

参
加
費
　
無
料

　
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
（
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
）
の
適
用
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
、
平
成
21
年

か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
入
居

し
、
平
成
21
年
分
以
降
の
所

得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
る
方
も
、
個
人

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
個
人
住
民
税

に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

は
、
個
人
が
市
役
所
に
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
を
提
出
せ
ず
に
受
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
　「
所
得
税
」
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
）
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税

に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
が
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
次
の
方
。

①
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年

ま
で
に
控
除
対
象
の
住
宅

に
入
居
の
方

②
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年

ま
で
に
控
除
対
象
の
住
宅

に
入
居
の
方
（
※
平
成
19

年
と
平
成
20
年
の
入
居
者

は
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
は
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
個
人
住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
平
成
19
年
と
20
年
の
入

居
者
は
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
に
お
い
て
、
控
除
期

間
の
延
長
を
最
初
の
年
に
お

い
て
選
択
で
き
る
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

控
除
額
　
次
の
い
ず
れ
か
小

さ
い
額
が
住
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
る
額
と
な
り
ま
す
。

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
の
う
ち
所
得
税

に
お
い
て
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金

額
等
の
額
の
５
％
（
上
限

9
7
、
5
0
0
円
）

適
用
方
法
　
従
来
、
対
象
と

な
る
個
人
か
ら
市
町
村
へ

住
民
税
の
「
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
の
提
出
が
必
要
で
し

た
が
、
基
本
的
に
そ
の
申

告
書
の
提
出
が
不
要
と
な

り
、
勤
務
先
か
ら
市
町
村

へ
提
出
さ
れ
る
「
給
与
支

払
報
告
書
」
や
、
個
人
が

申
告
す
る
所
得
税
の
「
確

定
申
告
書
」
の
内
容
か
ら

控
除
を
適
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
但
し
、「
給

与
支
払
報
告
書
」
や
「
確

定
申
告
書
」
に
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
内
容
が

正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

旧
制
度
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

に
つ
い
て

　
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年

ま
で
の
入
居
で
、「
所
得
税
」

に
つ
い
て
次
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
住
民
税
の
「
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
に
よ
り
申
告
す
る
と
控

除
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

① 

課
税
総
所
得
額
の
ほ
か

に
「
退
職
所
得
額
」
又
は

「
山
林
所
得
額
」
の
課
税

が
あ
る
方

② 

変
動
所
得
・
臨
時
所
得

が
あ
り
、「
平
均
課
税
」　

の
適
用
を
受
け
る
方

※
く
わ
し
く
は
糸
満
市
役
所

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

住民税における住宅ローン控除の適用対象者が拡大され、
市役所への申告が不要になりました。■お問い合わせ  税務課　  840-8128

児童家庭課からのお知らせ所得税の確定申告は、ｅ-Ｔａｘを
ご利用ください！ ■お問い合わせ　　児童家庭課　　840-8131

保育所では入所していない親子に保育所で遊ぶ場と機会

を提供し保護者の子育て支援を行います。直接下記の実

施保育所まで申し込んでください。

保
育
所
で
行
う
子
育
て
講
座

第
3
回
『
３
Ｂ
体
操
体
験
』

へ
の
お
誘
い
☆
幼
児
期
の
楽

し
い
体
験
は
将
来
の
宝
物
☆

　
子
ど
も
に
は
、
幼
児
期
ま

で
の
両
親
か
ら
の
心
と
体
の

影
響
が
と
て
も
大
切
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
子
で
遊
び
な
が
ら
多
様

な
運
動
を
楽
し
み
触
れ
合
い

と
ゆ
と
り
の
あ
る
親
子
関
係

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
保
育
所
で
親
子
体
験
し
て

見
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
楽
し

い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

日
時
　
1
月
15
日
（
金
）

　
10
時
〜
11
時

場
所
・
申
し
込
み
　
座
波
保

育
所
（
人
数
10
組
）

締
め
切
り
　
１
月
9
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
　
座
波
保
育
所

　
　
９
９
4
・
7
9
1
4

 国税に関する申告などの手続きができるｅ-Ｔａｘは、

自宅や事務所からインターネットを利用して確定申告等

ができる便利なシステムです。

※詳しくは、国税庁ホームページ（ 又は那覇税務署個人    

   課税部門（　 867-3101）へお問い合わせください。

県内の各拠点センターが一堂に会しパネ
ル展やサークル発表など、元気に活動す
る「オジー、オバー」の様子を紹介しま
す。多くの皆さまのご来場をお待ちして
います。

日時　２月６日（土）
         10時～16時
場所　道の駅いとまん

平
成
２１
年
度「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
」
受
講
生
募
集
　
〜
「
ま
か
せ

て
会
員
」育
成
講
座
に
つ
い
て
〜

募
集
期
間
　
1
月
4
日
〜
1

月
18
日
　

定
員
　
25
名
（
但
し
、
定
員

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま

す
）。

対
象
　
糸
満
市
内
在
住
で
講

座
の
全
日
程
に
参
加
で
き
、

講
座
終
了
後
、
ま
か
せ
て

会
員
と
し
て
活
動
可
能
な
方

受
講
料
　
無
料
　
※
但
し
、

テ
キ
ス
ト
代
2
、
5
0
0

円
を
申
し
込
み
時
に
徴
収

い
た
し
ま
す
（
調
理
実
習

材
料
費
も
含
む
）、
一
旦
頂

い
た
代
金
の
払
い
戻
し
は

で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
先
　
糸
満
市
西
崎

太
陽
児
童
セ
ン
タ
ー
　
　

　
9
9
2
・
4
2
2
8

※
糸
満
市
在
住
の
確
認
が
で

き
る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
（
免
許
証
な
ど
）。

※
写
真
（
写
真
裏
面
に
氏
名

記
入
3
㎝
×
2
.
5
㎝
）

2
枚
（
会
員
登
録
及
び
会

員
証
に
使
用
）

開
講
式
　
1
月
20
日
（
水
）

　
10
時
（
9
時
30
分
受
付
）

受
講
時
間
　
17
時
間

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★実施日　毎週水曜日　10時～12時

★内容　保育参加・給食体験（希望者のみ。但し、

   250円の実費がでます）・子育て相談

★申込方法　毎週月曜日10時～17時　

　実施保育所に直接申し込む

★実施保育所　　糸満保育所（992-2043）

　座波保育所（994-7914）/ 真壁保育所（997-2833）

　米須保育所（997-3456）/　喜屋武保育所（997-3663）

と機会

記の実

3）

3663）

子
育
て
応
援
デ
ー

の
開
催県内 各拠点セ タ が 堂に会しパネ

第５回いきいきシ
ルバーフェア開催

市シルバー人材センター 　 992-1007



今月今月
の
表紙表紙

自治自治
連絡員連絡員
会議会議

3ーC  会議室

1/20

2/5

○社会福祉協議会へ　上原利子さん（大阪市）より寄附金として500万円▼沖縄個人タクシー糸満支部より寄附

金として1万円▼玉城八千代さん（伊原）より、故玉城信儀様の香典返しとして10万円▼玉城米子さん（大度）よ

り、故玉城勝正様の香典返しとして10万円

平成21年12月号に掲載しました人材育成基金への寄附金の報告につきまして、次のとおり訂正いたします。関係

者にはご迷惑をお掛けし申し訳ございませんでした。（誤）金城康人　（正）下門康人

寄附　ご芳志ありがとうございます

お詫びと訂正

23 22

○休館日
1/8・11・18・22～

31

○上映会

○蔵書点検による休
館のお知らせ

日時　1/17（日）14時～
場所　2階集会室
アニメ「日本むかし話」
※入場無料です。

平成22年1月22日～2月５日まで蔵書点
検を行います。期間中は、図書の貸し出
しや資料の問い合わせ等ができません
ので、ご理解とご協力をお願いします。
なお図書の返却は通常通りブックポス
トをご利用ください。視聴覚資料につ
いては、ブックポストへの返却はご遠慮
ください。

移動図書館　くろしお号
※悪天候時は運休。（　）内は滞在時間

995-3746
み な よ む

高嶺小学校
がじゅまる児童ｾﾝﾀｰ
与座区民館

10：20（20分）
16：10（30分）
17：00（30分）

Ａ　1/13

兼城ﾊｲﾂ集会所
潮平北側広場
阿波根宿舎

14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｂ　2/6

喜屋武小学校
さつきの城自治会館
米須団地

13：20（40分）
16：10（30分）
17：00（30分）

Ｄ　1/20

賀数公民館
おおたばる（賀数宿舎）
航空局糸満宿舎
願寿館
西崎１丁目集会所

10：00（30分）
10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｅ　1/16

西崎さくら公園
ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会館
潮平高層住宅
雇用促進住宅

10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｆ　1/10　2/7

真壁小学校　　　13：25（40分）
Ｇ　1/21

兼城小学校　 　　13：30（20分）
Ｈ　1/19　2/9

日時：第1･3週水曜日「栄養に関する相談」9時～12時
　第2･4週水曜日「高血圧、糖尿病、肥満など生活習慣病、
　市民健診結果についてのアドバイスなど」9時～12時
場所：健康推進課　TEL：840-8126

健康についての悩みはこちらまで健康相談（予約制）

日時：毎週月曜日～金曜日　13時30分～17時
場所：社会福祉センター（ふれあい福祉相談室）
TEL：994－0563（内15)／ 852－3000 (専用)

ふれあい福祉相談

身体障害者相談員   櫻木かほる  (自)992－2723 (職)995－0789 
　　　　　　　　豊平朝清　992－4741
知的障害者相談員　栄盛圧美　（自）997-2119

県から委託を受けた方々です障害者相談

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時30分
場所：市障害者支援センター陽だまり 
TEL：840－8468

生活・就労等に関する相談や支援障害者（児）相談　　

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時
場所：糸満市地域包括支援センター
TEL：地域包括支援課　840-8114

在宅介護等に関して総合的に応じます高齢者相談

日時：平日 8時30分～17時30分 / 土･日･祝祭日 10時～17時
場所：沖縄女性相談所　TEL：854－1172　

女性相談所

日時：毎週火曜日～土曜日　10時～17時
場所：市青少年センター（がじゅまる児童センター内）
TEL：995－1957（gajimaru@southernx.ne.jp）

子育て相談

日時：毎月第2･4水曜日　13時30分～15時30分
定員：相談日の前日の９時から先着５名
場所：市民生活課(相談室）　TEL：840－8123

弁護士による法律相談無料法律相談

日時：毎月第1･2･3火曜日　14時～16時　場所：市民生活課相談室
TEL：840-8123　※上記日程で難しい方は行政相談員と調整してください。
行政相談員：金城栄子 994-5978　酒屋祐定 997-3117　國吉恒子 994-6117　　

役所の仕事に関する苦情や意見など行政相談

親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等人権相談

日時：毎週月･火･水･木　9時～14時
場所：市民生活課
TEL： 840－8123　(※祝日は休み)

市民生活に関する相談に市民相談員が応じます市民相談 中
央
図
書
館

各
種
相
談

編集編集
後記後記

花フェスタ

米須小学校  　 　13：30（30分）
Ｃ　1/14

那覇地方法務局 人権擁護課 TEL：854-1215　　　
人権擁護委員：大城美根子・伊敷康子・大城正清・宮城美
恵子・上原研治・久保田曉・徳元勲　

さぁさぁ､新しい1年の始

まりです！今年は寅年､私

は年女｡昨年までの人生を

振り返って､今年からまた

気持ちを切り替えて頑張

りたいです｡皆さんは昨年

の目標を達成できました

か？ 暗いニュースばかり

が多いですが､希望を持っ

て新年を迎えましょう！

(あいみ）

あけましておめ
でとうございます。
広報を担当して５年目に
突入です。今年は、過去４
年間の広報写真の中から
選抜した「広報いとまん
移動写真展」を開催する
予定です。皆さんに喜ん
でもらえるような写真展
にしたいですね。今年も
広報いとまんをよろしく
お願いします。
（くだ）

糸満観光農園で「花フェ
スタ」が開催中です。5
月１日まで。会場には約
６００株のカサブランカ
や約１００種類のブーゲ
ンビレアなどが展示され、
訪問客を楽しませていま
す。期間中は、花や苗の展
示販売のほか、毎週日曜
日はブーゲンビレア栽培
講習会が行われ
ています。



共催　糸満市・糸満市教育委員会、(財)沖縄県保健医療福祉事業団、NPO法人日本健康運動指導
士会(本部・九州ブロック会)、琉球放送、 (社)沖縄県看護協会、(社)沖縄県栄養士会、 (社)沖縄県臨床

検査技師会、アウトドアショップNEOS (順不同)　 

後援　沖縄県、（社）沖縄県医師会、（社）沖縄県歯科医師会、沖縄メタボリックワーキング、保健指導向上委

員会、 琉球大学長寿科学研究プロジェクト、名桜大学、SOLA沖縄学園、NHK沖縄放送局、沖縄テレビ、

琉球朝日放送、沖縄ケーブルテレビ、沖縄タイムス社、琉球新報社、FM沖縄、FMたまん、FM21、FMレキ

オ、伊藤園(順不同)　 

協力　沖縄県赤十字血液センター、東京法規出版、琉球光和(株)、文進印刷(株)、はなかご保育園　(順不同)




